
11/30 青少年をたたえる市民のつどい

　緒川総合センターで第15回青少年をたたえる市民のつどいが開催され、善行青少年や青少年の健全育成に尽
力された方などが表彰されました。
　また、児童・生徒の優秀賞受賞者による作文発表が行われました。アトラクションとして、緒川げんき保育園
&緒川げんき太鼓クラブ、緒川弥七太鼓の演奏が披露されました。

【青少年の主張作文入賞者】  （敬称略）

小学校の部

【善行青少年表彰者】

【青少年健全育成表彰者】

中学校の部

賞 氏　　名 学校名 学年 題　　　　　名

優　秀　賞

小野瀬　香　穂 大 賀 小 6 「いのち」にやさしい社会へ

小　舩　慶　子 美 和 小 6 友達へ「ありがとう」

砂　川　朝　陽 大 宮 小 6 夢に向かって

森　嶋　美　澪 緒 川 小 6 お年寄りの車の運転で思うこと

会長奨励賞

小　野　陽桜加 御前山小 6 「思いやり」が大切

小野瀬　愛　梨 山 方 小 6 地域のための取り組みを通して

柏　　　蓮太郎 村 田 小 6 ゲームと約束

沢　畑　心　遥 大宮西小 5 みんなの支え

鈴　木　敬　也 山方南小 6 剣道から学んだこと

藤　田　凜　寿 上 野 小 6 体の不自由な人の生活について

星　　　歩　花 大宮北小 6 ふれあいの船での体験から考えたこと

区 分 氏　　名

高校生（高校生会）
3年

大畑　葵 桐原　一馬 黒羽　浩太郎 蔀　日向子 清水　陽輝 長山　春菜

常陸大宮市高校生会員として、奉仕の精神をもって、成人式やあきない祭などのボラ
ンティア活動を行った｡ 特に、北海道ふれあいの船事業にボランティアとして参加し、
グループの指導者や他のボランティアと協力しあい、5日間にわたる体験学習の支援を
行った｡

小瀬高校3年 小林　美緒

学校から帰宅途中のバスから降りた際、歩道に運動着が落ちていた｡ 最
初、名前が書いてあったため、小学校に電話しようと思ったが、本人が
取りに来てすれ違うと思ったことと、雨の予報だったため、屋根のある
バス停のベンチに「ここに置いていきます」というメモと一緒に残した。
その後、保護者から学校に感謝の電話があった｡

明峰中学校

以前から野球部が中心となり、学校の登校坂を自主的に清掃している｡
特に本年度に入ってからは毎朝行っており、現在では、野球部員以外で
も率先して取り組む生徒が増えている｡ 中学校周辺には、他の施設もあ
り、地域からもとても感謝されている｡

支部 氏  名 表　　彰　　内　　容

大　宮 菊池　愛夏

高校時代より、青少年育成常陸大宮市民会議大宮支部事業ファミリープロ
ジェクトに自主的にボランティアとして参加し、小学生達に集団でのマナー、
事故のないよう指導等を行い、支部活動に貢献している｡ また、その他の部
会（広報）にも人手が足りない時、積極的に手伝っている｡

大　宮 佐藤　方子

15年間の長期にわたり、地域住民の一人として南町村田踏切で子供達にあ
いさつ・声掛けを行い、安心・安全に登下校できるように立哨指導している
とともに、常陸大宮市のボランティア連絡協議会に所属し、各種行事に参加
し青少年の非行防止に多大な貢献をしており、現在も活動を継続している｡

大　宮 ㈱栄光商事

13年間に亘り、青少年育成常陸大宮市民会議大宮支部活動の趣旨を理解し、
支部内全域で行うクリーン作戦で小学生・保護者・推進委員が集めたゴミの
収集・処分をボランティアとして行っている。また、自社でも社員一丸とな
り、15年以上子供達が気持ち良く登校できるよう道路等のゴミ拾いを実施
し、社会美化に多大なる貢献をしている｡

御前山
御前山地域

子どもの安全を
守る連絡協議会

栃木小1女児殺害事件を契機に、小中学校の見守りを続けてきた｡ 現在はバ
ス停を中心に帰宅が１人になってしまう子供の見守り活動を行っている｡
また、不審者対応等の訓練など学校行事への協力も積極的に行っているとと
もに、学校や警察と協力して危険な場所や情報を共有し、子供の安全の確保
に努めている｡

賞 氏　　名 学校名 学年 題　　　　　名

優　秀　賞
中　﨑　優　衣 大 宮 中 2 高齢化社会を生きる

引　田　彩　音 第 二 中 3 未来を守るために

会長奨励賞
海老根　ひなた 山 方 中 2 努力すること

長　山　倖　汰 明 峰 中 3 「人生の合言葉」
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